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(57)【要約】
【課題】在庫や端材等における課題が解消され、耐風圧
強度を保持することが可能な引戸を提供すること。
【解決手段】矩形に枠組みされた枠体２内に配置され左
右方向に走行可能な障子４を備える片引戸により構成さ
れる引戸１であって、障子４の縦框４３、４４には、押
縁４３６、４４６が固定されてガラス４５が保持され、
縦框４３、４４と、枠体２を構成する縦枠２３であって
障子４の縦框４３と対向する縦枠２３に設置された、縦
框４３が当接する戸当り２３５とは、同一の部材により
構成されている引戸１である。障子４の縦框４３、４４
は、板状に形成された部材２３５により構成される。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　矩形に枠組みされた枠体内に配置され左右方向に走行可能な障子を備える片引戸により
構成される引戸であって、
　前記障子の縦框には、押縁が固定されてガラスが保持され、
　前記縦框と、前記枠体を構成する縦枠であって前記障子の縦框と対向する縦枠に設置さ
れた、前記縦框が当接する戸当りとは、同一の部材により構成されている引戸。
【請求項２】
　前記障子の縦框は、板状に形成された部材により構成される請求項１に記載の引戸。
【請求項３】
　前記障子の縦框の前記同一の部材に固定された前記押縁は、前記ガラスの側面を支持す
る請求項２に記載の引戸。
【請求項４】
　前記障子の戸先側の縦框の屋内側に位置する前記同一の部材の部分には、モヘアを取付
けるためのモヘア固定部が形成されている請求項１～請求項３のいずれかに記載の引戸。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、引戸に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、例えばコンビニエンスストア等の店舗の出入口には、自動ドア等の引戸が設
けられている（例えば、特許文献１参照）。引戸としては、片引戸と両引戸とが知られて
いるが、片引戸においては、障子の戸先側の縦框（戸先框）が当接する戸当りが、当該縦
框に対向する縦枠に固定されて設けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第５４６３３７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　縦框と、当該縦框が当接する戸当りは、それぞれ別の部材（材料）で用意する必要があ
り、在庫や端材等における課題があった。この課題を解消するため、例えば、縦框と戸当
りとを共用の部材として構成することが考えられるが、縦框は、それ自体で耐風圧強度を
保持するため、一定の見付・見込寸法が必要である。このため、縦框を戸当りとして使用
する場合には、有効開口寸法を大きく狭める要因となる為、このような使用は適切ではな
かった。
【０００５】
　本発明は、在庫や端材等における課題が解消され、耐風圧強度を保持することが可能な
引戸を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため本発明は、矩形に枠組みされた枠体（例えば、後述の枠体２）
内に配置され左右方向に走行可能な障子（例えば、後述の障子４）を備える片引戸により
構成される引戸（例えば、後述の引戸１）であって、前記障子の縦框（例えば、後述の戸
先框４３、戸尻框４４）には、押縁（例えば、後述の押縁４３６、４４６）が固定されて
ガラス（例えば、後述のガラスパネル４５）が保持され、前記縦框と、前記枠体を構成す
る縦枠（例えば、後述の縦枠２３）であって前記障子の縦框（例えば、後述の戸先框４３
）と対向する縦枠に設置された、前記縦框が当接する戸当り（例えば、後述の戸当り２３
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５）とは、同一の部材により構成されている引戸を提供する。
【０００７】
　また、前記障子の縦框は、板状に形成された部材により構成されることが好ましい。ま
た、前記障子の縦框の前記同一の部材に固定された前記押縁は、前記ガラスの側面を支持
することが好ましい。
【０００８】
　また、前記障子の戸先側の縦框の屋内側に位置する前記同一の部材の部分には、モヘア
（例えば、後述のモヘア２３６１）を取付けるためのモヘア固定部（例えば、後述のモヘ
ア固定凹部２３５９）が形成されていることが好ましい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、在庫や端材等における課題が解消され、耐風圧強度を保持することが
可能な引戸を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態に係る引戸の正面図である。
【図２】上記実施形態に係るにおける吊り障子の縦断面図である。
【図３】上記実施形態に係る引戸が閉じた状態の横断面図である。
【図４】上記実施形態に係る引戸が開いた状態の横断面図である。
【図５】図３において一点鎖線で囲った部分を示す要部拡大横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら詳しく説明する。なお、本明細
書において、「見付方向」とは、建物に形成された開口部に納められた例えば自動ドアの
引戸等の引戸１の上枠、下枠の長手方向（すなわち、ガラスや吊り障子４の面内方向）を
意味し、「見込方向」とは、屋内外方向（すなわち、奥行き方向）を意味する。
【００１２】
　本発明の一実施形態に係る引戸１について説明する。図１は、引戸１の正面図である。
　引戸１は、建物の開口部１０に取り付けられる枠体２と、枠体２内においてスライド可
能な吊り障子４と、吊り障子４の振れを抑えると共に吊り障子４の移動を案内するレール
９と、を備える片引戸である。なお、図１は、吊り障子４が閉じられた状態を示す。
【００１３】
　枠体２は、上枠２１と、下枠２２と、左右の縦枠２３，２３と、無目２４と、方立２５
と、吊束２６を有しており、上枠２１と、縦枠２３，２３と、により矩形に枠組みされる
。
【００１４】
　無目２４は、上枠２１、縦枠２３，２３、下枠２２、及び、方立２５、吊束２６と共に
枠組みされてＦＩＸ部枠体３０を構成する。ＦＩＸ部枠体３０の内部には、ＦＩＸ板とし
てのガラスパネル３５が嵌め込まれる。ＦＩＸ部枠体３０を構成する下枠２２は、床面１
０２（図２参照）上に配置される。
【００１５】
　吊り障子４は、框体４０と、框体４０の内部に嵌め込まれるガラスパネル４５と、を備
える。框体４０は、上框４１と、下框４２と、戸先框４３と、戸尻框４４と、を框組みす
ることで構成される。框体４０を構成する下框４２は、床面１０２よりも上に配置される
。
【００１６】
　図２は、吊り障子４の縦断面図である。
　上枠２１は、上枠本体２１１を備える。上枠本体２１１の上部には、当該上部を覆うよ
うにして固定される上枠本体上側部２１３が設けられている。上枠本体上側部２１３の周
縁部のコの字状の係止部２１３１が、上枠本体２１１の周縁部に係止することにより、中
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央部に上方向へ突出部２１３２を有する上枠本体上側部２１３が、上枠本体２１１の上部
に固定されている。上枠本体２１１の下部における見込方向の中央位置には、下側へ開口
するガラスパネル支持凹部２１１１が形成されている。ガラスパネル支持凹部２１１１に
おいては、ガラスパネル３５は、バックアップ材２１１３によって挟まれて支持されてい
る。更にバックアップ材２１１３の下方には、シール材２１１４が塗工される。上枠２１
は、吊束２６の上端部に接続されており、無目２４は、吊束２６の下端部に接続されてい
る。これにより、無目２４の水平方向且つ見付方向における中央部は、上枠２１に吊られ
た構造をなしている。
【００１７】
　無目２４は、屋外側に配置された無目本体２４１と、駆動ユニット２１２を収容し、無
目２４の中央位置に配置され且つ中空部を有するホロー構造である無目中央本体２４２と
を有している。無目中央本体２４２は、屋内側に位置し且つ上方へ突出する中空部である
屋内上方突出部２４２１と、屋外側に位置し且つ下方へ突出する中空部である屋外下方突
出部２４２２と、無目２４の見込方向の中央に位置し且つ下方へ突出する中空部である屋
外下方突出部２４２３とを有している。
【００１８】
　無目本体２４１と屋内上方突出部２４２１との間には、上側へ開口するガラスパネル支
持凹部２４１１が形成されている。ガラスパネル支持凹部２４１１においては、ガラスパ
ネル３５の端部がセッティングブロック２４１２に当接し、ガラスパネル３５は、バック
アップ材２４１３によって挟まれて支持されている。更にバックアップ材２４１３の上方
には、シール材２４１４が塗工される。
【００１９】
　屋外下方突出部２４２２と屋外下方突出部２４２３との間には、下側へ開口するガラス
パネル支持凹部２４３１が形成されている。ガラスパネル支持凹部２４３１においては、
ガラスパネル３５は、バックアップ材２４３３によって挟まれて支持されている。更にバ
ックアップ材２４３３の下方には、シール材２４３４が塗工される。
【００２０】
　駆動ユニット２１２は、図示せぬ駆動装置を有しており、この駆動装置によって吊り障
子４を水平方向且つ見付方向にスライド可能である。駆動ユニット２１２には、図示しな
い検知センサが設けられており、この検知センサにて人体などが検出された際に、吊り障
子４がスライドして建物開口部１０が開放されるように構成されている。なお、検知セン
サについては、本実施例のように駆動ユニット２１２に設けられる以外に、天井など、様
々な場所に設けられてもよい。
【００２１】
　下枠２２は、下枠２２の上部に配置された中空部を有するホロー構造である下枠上部本
体２２１と、下枠２２の下部に配置された中空部を有するホロー構造である下枠下部本体
２２２と、下枠上部本体２２１と下枠下部本体２２２との間に配置された中空部を有する
ホロー構造である下枠中部本体２２３とを有している。
【００２２】
　下枠上部本体２２１の上部における見込方向の中央位置には、上側へ開口するガラスパ
ネル支持凹部２２１１が形成されている。ガラスパネル支持凹部２２１１においては、ガ
ラスパネル３５の端部がセッティングブロック２２１２に当接し、ガラスパネル３５は、
バックアップ材２２１３によって挟まれて支持されている。更にバックアップ材２２１３
の上方には、シール材２２１４が塗工される。
【００２３】
　図３は、引戸１が閉じた状態の横断面図である。図４は、引戸１が開いた状態の横断面
図である。
　縦枠２３は、縦枠本体２３１を有している。縦枠本体２３１の見付方向外方（図３にお
いて左側の縦枠２３に関しては図３の左方向であり、右側の縦枠２３に関しては図３の右
方向）には、当該見付方向外方を覆うようにして固定される縦枠本体外側部２３３が設け
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られている。縦枠本体外側部２３３の周縁部のコの字状の係止部２３３１が、縦枠本体２
３１の周縁部に係止することにより、中央部に見付方向外方へ突出部２３３２を有する縦
枠本体外側部２３３が、縦枠本体２３１に固定されている。見付方向において互いに対向
する一対の縦枠本体２３１の側（以下、「縦枠本体２３１の対向側」と言う）における見
込方向の中央位置には、他方の縦枠本体２３１へ向かって開口する凹部２３１１が形成さ
れている。また、図３における左側の縦枠２３は、縦枠屋外側本体２３２を有している。
縦枠屋外側本体２３２の見込方向の中央位置には、図３における右側の縦枠本体２３１へ
向かって開口するガラスパネル支持凹部２３２１が形成されている。ガラスパネル支持凹
部２３２１においては、ガラスパネル３５は、バックアップ材２３２３によって挟まれて
支持されている。更にバックアップ材２３２３よりも図３における右側の縦枠本体２３１
寄りには、シール材２３２４が塗工される。
【００２４】
　方立２５は、中空部を有するホロー構造である方立本体２５１を有している。縦枠屋外
側本体２３２に対向する方立本体２５１の側における見込方向の中央位置には、縦枠屋外
側本体２３２へ向かって開口するガラスパネル支持凹部２５１１が形成されている。ガラ
スパネル支持凹部２５１１においては、ガラスパネル３５は、バックアップ材２５１３に
よって挟まれて支持されている。更にバックアップ材２５１３よりも縦枠屋外側本体２３
２寄りには、シール材２５１４が塗工される。
【００２５】
　図５は、引戸１が閉じた状態の要部拡大横断面図である。
　図３における右側の縦枠２３には、戸当り２３５が設けられている。戸当り２３５は、
図５に示すように、縦断面で見た形状が、一対の側壁２３５１、２３５２と、一対の側壁
２３５１、２３５２を互いに接続する中央壁２３５３と、を有する略コの字形状に形成さ
れており、一対の側壁２３５１、２３５２の先端部が、縦枠本体２３１の対向側の面に当
接している。また、戸当り２３５の中央部は、縦枠本体２３１の対向側の面に近づくよう
に突出する被固定凸部２３５５を有しており、被固定凸部２３５５は、ビス２３５６によ
って縦枠本体２３１の対向側の面に固定されている。一対の側壁２３５１、２３５２の先
端部と被固定凸部２３５５の端面とは、見込方向及び上下方向に平行な同一面上に位置し
ている。
　一対の側壁２３５１、２３５２の先端部と被固定凸部２３５５の端面との位置関係は、
この位置関係に限定されず、被固定凸部２３５５の端面が、一対の側壁２３５１、２３５
２の先端部よりも縦枠本体２３１の対向側の面に向かって突出していてもよい。これによ
り、被固定凸部２３５５の縦枠本体２３１への固定に際して、被固定凸部２３５５が縦枠
本体２３１へ当接する前に、一対の側壁２３５１、２３５２の先端部が縦枠本体２３１へ
当接しないようにすることが可能となる。
【００２６】
　戸当り２３５の中央部の被固定凸部２３５５の反対側は、被固定凸部２３５５の形状に
倣って窪んだ凹部が形成されており、この凹部を塞ぐように、パッキンにより構成される
衝撃緩衝材２３５７が固定されている。衝撃緩衝材２３５７の屋外側の部分には、吊り障
子４に向かって突出する緩衝材凸部２３５８が設けられている。一対の側壁のうちの屋内
側の側壁には、モヘアを固定可能なモヘア固定凹部２３５９が形成されている。戸当り２
３５は、例えば、アルミニウムを押し出し成型することによって形成することができる。
【００２７】
　図２に示すように、上框４１は、上框本体中央部４１１を有している。上框本体中央部
４１１には、見付方向内側（図２中下側）へ向って開口する上框ガラスパネル支持凹部４
１３が形成されている。上框ガラスパネル支持凹部４１３には、ガラスパネル４５の上部
が挿入されて支持されている。ガラスパネル４５は、バックアップ材４１１３によって挟
まれて支持されている。バックアップ材４１１３は、断面Ｌ字状に形成された固定部材４
１１５によって、上框４１に固定されている。更にバックアップ材４１１３の見付方向内
側（図２中下側）には、シール材４１１４が塗工される。
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【００２８】
　上框本体中央部４１１の上側には、被吊り下げ部４１４が、壁部４１６１によって隔て
られて設けられている。被吊り下げ部４１４には、上側へ向って開口する被吊り下げ凹部
４１３１が形成されている。被吊り下げ凹部４１３１においては、被吊り下げ凹部４１３
１の開口を塞ぐように、吊金具４１３２が上框４１に固定されている。吊金具４１３２は
、ボルト２１２２により、駆動ユニット２１２の駆動アーム２１２１の下端部に固定され
ている。図示しない駆動装置が駆動することにより、駆動ユニット２１２は、図２の紙面
の裏面と表面とを結ぶ方向に、吊り障子４を移動させる。
【００２９】
　下框４２は、中空部を有する断面矩形のホロー構造である下框本体中央部４２１を有し
ている。下框本体中央部４２１の上側には、下框本体上部４２２が壁部４１６２によって
隔てられて設けられている。下框本体上部４２２には、ガラスパネル４５の見付方向内側
（図２中上側）へ向って開口する下框ガラスパネル支持凹部４２３が形成されている。下
框ガラスパネル支持凹部４２３には、ガラスパネル４５の下部が挿入されて支持されてい
る。ガラスパネル４５は、端部がセッティングブロック４２１２に当接し、バックアップ
材４２１３によって挟まれて支持されている。バックアップ材４２１３は、壁部４１６２
によって、下框４２に固定されている。更にバックアップ材４２１３の上側には、シール
材４２１４が塗工される。
【００３０】
　下框本体中央部４２１の下側には、下框本体下部４２４が、壁部４２６１によって隔て
られて設けられている。下框本体下部４２４の下端部は、振れ止め４２７を有している。
振れ止め４２７は、レール９のレール溝９１内に配置されている。振れ止め４２７の両脇
には、下框４２の長手方向に平行にモヘア固定溝が形成されており、モヘア固定溝には、
モヘア４２５が下框４２に沿って、それぞれ設けられている。
【００３１】
　戸先框４３は、押縁４３６が固定される、戸当り２３５と同一の構成の戸当り共通部材
２３５を有している。戸当り共通部材２３５は、戸当り２３５と同様に図５に示すように
、縦断面で見た形状が、一対の側壁２３５１、２３５２と、一対の側壁２３５１、２３５
２を互いに接続する中央壁２３５３と、を有する略コの字形状に形成されている。一対の
側壁２３５１、２３５２の先端部の角部は、押縁４３６に形成された係合凹部４３６１に
係合している。
【００３２】
　また、戸当り共通部材２３５の中央部は、図３の右側の縦枠２３から離れるように突出
する被固定凸部２３５５を有しており、被固定凸部２３５５は、ガラスパネル４５の端部
に所定の隙間を介して対向している。
【００３３】
　戸当り共通部材２３５の中央部の被固定凸部２３５５の反対側は、被固定凸部２３５５
の形状に倣って窪んだ凹部が形成されており、この凹部を塞ぐように、パッキンにより構
成される衝撃緩衝材２３５７が固定されている。衝撃緩衝材２３５７の屋内側の部分には
、戸当り２３５に向かって突出する緩衝材凸部２３５８が設けられている。一対の側壁２
３５１、２３５２のうちの屋内側の側壁２３５２には、モヘアを固定可能なモヘア固定凹
部２３５９が形成されている。
【００３４】
　戸当り共通部材２３５の見付方向内側（図３中左側）には、押縁４３６が配置されてい
る。押縁４３６は、横断面で矩形状に形成されている。押縁４３６とガラスパネル４５の
側面には、バックアップ材４３１３とシール材４３１４とが設けられている。即ち、ガラ
スパネル４５は、バックアップ材４３１３によって挟まれて支持されており、一対のバッ
クアップ材４３１３は、一対の押縁４３６によって挟まれている。これにより、縦框とし
ての戸先框４３の戸当り共通部材２３５に固定された押縁４３６は、ガラスパネル４５の
側面を支持する。バックアップ材４３１３の見付方向内側（図３中左側）には、シリコー
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ンシールにより構成されるシール材４３１４が塗工される。戸当り共通部材２３５は、例
えば、アルミニウムを押し出し成型することによって形成することができる。
【００３５】
　図３に示すように、戸尻框４４は、戸先框４３と同様に、押縁４４６が固定される、戸
当り２３５と同一の構成の戸当り共通部材２３５を有している。戸当り共通部材２３５は
、戸当り２３５と同様に、縦断面で見た形状が、一対の側壁２３５１、２３５２と、一対
の側壁２３５１、２３５２を互いに接続する中央壁２３５３と、を有する略コの字形状に
形成されている。一対の側壁２３５１、２３５２の先端部の角部は、押縁４４６に形成さ
れた係合凹部４４６１に係合している。
【００３６】
　また、戸当り共通部材２３５の中央部は、図３の左側の縦枠２３から離れるように突出
する被固定凸部２３５５を有しており、被固定凸部２３５５は、ガラスパネル４５の端部
に所定の隙間を介して対向している。
【００３７】
　戸当り共通部材２３５の中央部の被固定凸部２３５５の反対側は、被固定凸部２３５５
の形状に倣って窪んだ凹部が形成されており、この凹部を塞ぐように、パッキンにより構
成される衝撃緩衝材２３５７が固定されている。衝撃緩衝材２３５７の屋外側の部分には
、戸当り２３５に向かって突出する緩衝材凸部２３５８が設けられている。一対の側壁２
３５１、２３５２のうちの屋外側の側壁２３５２には、モヘア２３６１を固定可能なモヘ
ア固定凹部２３５９が形成されており、モヘア固定凹部２３５９にはモヘア２３６１が固
定されている。
【００３８】
　戸当り共通部材２３５の見付方向内側（図３中右側）には、押縁４４６が配置されてい
る。押縁４４６は、横断面で矩形状に形成されている。押縁４４６とガラスパネル４５の
側面には、バックアップ材４４１３とシール材４４１４とが設けられている。即ち、ガラ
スパネル４５は、バックアップ材４４１３によって挟まれて支持されており、一対のバッ
クアップ材４４１３は、一対の押縁４４６によって挟まれている。これにより、縦框とし
ての戸尻框４４の戸当り共通部材２３５に固定された押縁４４６は、ガラスパネル４５の
側面を支持する。バックアップ材４４１３の見付方向内側（図３中右側）には、シリコー
ンシールにより構成されるシール材４４１４が塗工される。戸当り共通部材２３５は、例
えば、アルミニウムを押し出し成型することによって形成することができる。
【００３９】
　以上説明した本実施形態の引戸１によれば、以下のような効果を奏する。
　本実施形態においては、吊り障子４の縦框としての戸先框４３及び戸尻框４４には、押
縁４３６、４４６が固定されてガラスパネル４５が保持され、戸先框４３と、枠体２を構
成する縦枠２３であって吊り障子４の戸先框４３と対向する縦枠２３に設置された、戸先
框４３が当接する戸当り２３５とは、同一の部材により構成されている。
【００４０】
　このため、縦框を構成する部材である戸当り共通部材２３５と、縦框が当接する戸当り
２３５とを、それぞれ別の部材（材料）で用意する必要がなくなり、在庫や端材等におけ
る課題を解消することができる。また、押縁４３６、４４６が戸当り共通部材２３５に固
定されるため、耐風圧強度を保持することが可能となる。また、縦框を構成する戸当り共
通部材２３５の見付方向における幅を小さくすることができ、戸当り共通部材２３５を戸
当り２３５として使用しても違和感がないため、意匠性を向上させることが可能となる。
【００４１】
　また、従来では、予め工場において、ガラスパネルに縦框を接着材により接着して障子
を製造してから、障子を施工現場へ搬送していた。このため、ガラスパネルが割れてしま
った場合には、障子を丸ごと交換する必要があるという問題があった。また、工場におい
て接着材が硬化するまで待つ時間が必要となるという問題があった。
　しかし、本実施形態においては、ガラスパネル４５を施工現場に取り寄せ、施工現場に
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塗工し、押縁４３６、４４６を戸当り共通部材２３５に嵌め込んで固定すれば、吊り障子
４を組み立てることができる。このため、ガラスパネル４５が割れてしまった場合には、
ガラスパネル４５だけ施工現場に取り寄せればよく、また、工場において従来用いられて
いた接着材が硬化するまで待つ必要をなくすことが可能である。
【００４２】
　また、吊り障子４の縦框としての戸先框４３、戸尻框４４は、板状に形成された部材で
ある戸当り共通部材２３５により構成される。このため、戸当り２３５として戸当り共通
部材２３５を使用しても、違和感がなく意匠性を高めることが可能となる。また、この構
成では縦框を構成する戸当り共通部材２３５のみでガラスパネル４５を支持することは困
難であるが、吊り障子４の戸当り共通部材２３５に固定された押縁４３６、４４６は、ガ
ラスパネル４５の側面を支持する。このため、押縁４３６、４４６によるガラスパネル４
５の支持により、耐風圧強度を保持することが可能となる。
【００４３】
　また、吊り障子４の戸先框４３の屋内側には、モヘア２３６１を取付けるためのモヘア
固定凹部２３５９が形成されている。このため、屋外側からモヘア固定凹部２３５９を見
えない状態とすることが可能となり、意匠性を高めることが可能となる。
【００４４】
　本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる範囲での
変形、改良等は本発明に含まれる。
【００４５】
　例えば、戸当りの形状や構成は、本実施形態における戸当り２３５の形状や構成に限定
されない。同様に、縦框の形状や構成は、本実施形態における戸先框４３、戸尻框４４の
形状や構成に限定されない。
【符号の説明】
【００４６】
１…引戸
２…枠体
４３…戸先框（縦框）
４４…戸尻框（縦框）
４５…ガラスパネル
２３５…戸当り、戸当り共通部材
４３６、４４６…押縁
２３５９…モヘア固定凹部（モヘア固定部）
２３６１…モヘア
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